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被災者のメンタルヘルスに関する検討 

－東日本大震災被災者のメンタルヘルスの推移－ 
 

研究分担者 富田 博秋 東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野・教授 

 

研究要旨 

震災後の約９年間が経過後の被災地域住民の「睡眠障害が疑われる」者、「心理的苦痛が高い」者の

割合は、地域や性・年齢階級によって違いがみられた。石巻市では、復興事業が継続する中で、睡眠状

況には改善がみられなかった。仙台若林区では恒久住宅へ転居後３年が経過したが、睡眠障害を有する

者の割合が増加、心理的苦痛を有する者の割合は、全国値と比べてまだ高かった。震災後のメンタルヘ

ルスには、生活環境の変化に加え、地域の復興状況など、対象者個々に様々な要因が影響していること

が考えられた。 

 

研究協力者 

菅原 由美 東北大学大学院公衆衛生学分野 

辻  一郎 同 公衆衛生学分野 

松本 和紀 同 精神神経学分野 

 

Ａ．研究目的 

東日本大震災以降、被災地域住民では、睡眠障

害が疑われる者、心理的苦痛が高い者の割合は高

いことが報告されている。 

被災者健康調査では、毎年、定期的に対象者に

アンケート票を送付し、アテネ不眠尺度により睡

眠障害、Ｋ６により心理的苦痛、震災の記憶につ

いて調査を行っている。震災９年目の本年度は、

第 15 期（2019 年度）の調査を実施した。結果に

基づき、睡眠障害、心理的苦痛、震災の記憶の状

況について報告する。 

 

Ｂ．研究方法 

１．調査対象地区と対象者 

本調査における調査対象地区と対象者につい

ては、本報告書の「被災者健康調査の実施」で詳

述したので、ここでは省略する。 

なお、本研究ではこれまでの調査のうち、２回

以上の調査を受けたことのある、石巻市 3,540名、

仙台市若林区 879 名を対象にした。 

 

２．調査項目 

被災者健康調査のうち、本研究で分析した調査

項目（アンケート票調査項目）は以下の通りであ

る。 

・アテネ不眠尺度：ＷＨＯ「睡眠と健康に関する

世界プロジェクト」が作成した８項目の不眠症

判定尺度（各０～３点、最大 24 点） 

・Ｋ６：ケスラーらによって開発された６項目か

らなる心理的苦痛の測定指標（各０～４点、最

大 24点） 

・震災の記憶：１週間に２回以上、以下の３項目

それぞれについて当てはまることがあったか

どうかを質問している。 

記憶１：思い出したくないのに、そのことを思

い出したり、夢に見る。 

記憶２：思い出すとひどく気持ちが動揺する。 

記憶３：思い出すと、体の反応が起きる。（心

臓が苦しくなる、息が苦しくなる、汗

をかく、めまいがする、など） 

 

３．倫理面への配慮 

本調査研究は、東北大学大学院医学系研究科倫

理審査委員会の承認のもとに行われている。被災

者健康調査時に文書・口頭などで説明し、同意を

得ている。 

 

Ｃ．研究結果 

１．アテネ不眠尺度（表１、図１、表２、図２） 

８項目それぞれについての回答を、24 点満点で

計算し、３点以下を「睡眠障害の疑いなし」、４

～５点を「睡眠障害が少し疑われる」、６点以上

を「睡眠障害が疑われる」として集計した。 

石巻市では、「睡眠障害が疑われる（アテネ尺

度≧６点）」者の割合は、震災からの時間が経過

するとともに、減少傾向を示していた。2018 年春、

2019 年春は 32.5％となり、直近２年間は横ばい

であった。性・年齢階級別にみると、男女とも、

2011 年調査から徐々に「睡眠障害が疑われる」者

の割合は減少していた。女性は、いずれの調査時

期でも男性より「睡眠障害が疑われる」者の割合

が高かった。また、2019 年春の調査では、男性は

44 歳以下を除いて、「睡眠障害が疑われる」者の

割合が増加した。 

仙台市若林区では、「睡眠障害が疑われる」者

の割合は、2011 年秋から 2018 年秋まで、多少増

減があるものの減少していた。しかし、2019 年秋
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の調査では、「睡眠障害が疑われる」者の割合は

42.3％で、前年の 2018 年 38.0％と比べ、増加し

ていた。 

性・年齢階級別にみると、男性では、「睡眠障

害が疑われる」者の割合は、2011 年秋 40.1％か

ら 2019 年秋 33.6％に減少した。一方、女性では

2011年秋53.1％から2019年秋49.6％に減少した。

また、石巻市と同様に、いずれの調査時期でも男

性より「睡眠障害が疑われる」者の該当割合が高

い傾向であった。また、直近の 2019 年秋の調査

では、男女とも、いずれの年齢階級でも、2018 年

と比べて増加していた。 

 

２．Ｋ６（表３、図３、表４、図４） 

Ｋ６の回答を 24 点満点で計算し、４点以下、

５～９点、10～12 点、13点以上に分けて集計し、

「10点以上」の者を「心理的苦痛が高い」として

検討した。 

石巻市では、「心理的苦痛が高い（Ｋ６≧10点）」

者の割合は、2011 年夏 16.9％から震災からの時

間が経過するとともに減少し、2019 年春の調査は

10.8％となった。一方、「心理的苦痛が低い（Ｋ

６≦４点）」者の割合は、2019 年春は 61.4％とな

り、直近３年間は横ばいであった。 

性・年齢階級別にみると、男性では、「心理的

苦痛が高い」者の割合は、2011 年夏 12.6％から

2019 年春 10.0％に減少した。一方、女性では、

2011 年夏 20.3％から 2019 年春 11.4％に減少し、

いずれの調査時期でも男性より「心理的苦痛が高

い」者の割合が高かった。 

仙台市若林区では、「心理的苦痛が高い」者の

割合は、2011 年秋 22.9％から 2019 年秋 14.8％に

減少していた。一方、「心理的苦痛が低い」者の

割合は、2011 年秋 40.2％から 2019 年秋 53.4％ま

で増加した。 

性・年齢階級別にみると、男女とも、いずれの

年齢階級でも 2011 年秋の調査と比較して、2019

年秋の調査では、「心理的苦痛が高い」者の割合

は減少していた。また、石巻市と同様に、女性は

男性より「心理的苦痛が高い」者の割合が高い傾

向がみられた。 

 

３．震災の記憶 

【記憶１】（表５、図５、表６、図６） 

石巻市では、「思い出したくないのに、そのこ

とを思い出したり、夢に見る」と回答した者の割

合は、2011年夏37.2％から2019年春18.6％まで、

震災からの時間が経過するとともに、減少した。 

性・年齢階級別にみると、男女ともに 75 歳以

上で最も該当割合が高く、2019 年春の調査では、

男性 25.4％、女性 27.6％であった。 

仙台市若林区では、「思い出したくないのに、

そのことを思い出したり、夢に見る」と回答した

者の割合は、2011 年秋 39.3％から 2019 年秋

21.1％となり、増減がみられるものの、2011 年秋

と比較して、該当者割合は半分となった。 

性・年齢階級別にみると、男女ともに 75 歳以

上で最も該当割合が高く、2019 年秋の調査では、

男性 29.4％、女性 37.2％であった。 

【記憶２】（表７、図７、表８、図８） 

石巻市では、「思い出すとひどく気持ちが動揺

する」と回答した者の割合は、2011 年夏 35.2％

から 2019 年春 16.4％まで、震災からの時間が経

過するとともに減少していた。 

性・年齢階級別にみると、男性では、2011 年夏

27.4％から 2019 年春 12.7％に減少した。一方、

女性では、2011 年夏 41.6％から 2019 年春 19.4％

に減少し、いずれの調査時期でも男性より高い割

合を占めていた。 

仙台市若林区では、「思い出すとひどく気持ち

が動揺する」と回答した者の割合は、2011 年秋

37.3％から 2019 年秋 19.6％に減少していた。 

性・年齢階級別にみると、男女ともにいずれの

年齢階級においても、2011 年秋の調査と比較して

2019 年秋の調査では、該当割合は半分に減少した。 

【記憶３】（表９、図９、表 10、図 10） 

石巻市では、「思い出すと、体の反応が起きる」

と回答した者の割合は、2011年夏12.6％から2019

年春 6.6％となり、徐々に減少していた。 

性・年齢階級別にみると、男性では、2011 年夏

9.3％から 2019 年春 5.0％に減少した。一方、女

性では、2011 年夏 15.3％から 2019 年春 7.8％に

減少し、いずれの年齢階級でも男性より該当割合

が高くなっていた。 

仙台市若林区では、「思い出すと、体の反応が

起きる」と回答した者の割合は、2011 年秋 16.5％

から 2019 年秋 10.3％となり、多少増減はあるも

のの、全体的には減少傾向を示した。 

性・年齢階級別にみると、男性では、65～74 歳

を除いて、2011 年秋の調査と比較して 2019 年秋

の調査では、該当割合は減少していた。一方、女

性では、いずれの年齢階級においても、2011 年秋

の調査と比較して減少した。また、いずれの年齢

階級でも男性より該当割合が高い傾向は持続し

ていた。 

 

Ｄ．考 察 

アテネ不眠尺度による睡眠障害の推移では、

「睡眠障害が疑われる」者の割合は、石巻市、仙

台市若林区ともに、震災からの時間が経過すると

ともに、全体的には減少傾向を示していた。地域

別にみると、石巻市では、直近の２年間の該当割

合に変化がみられなかった。対象地域では、防潮

堤や公共施設の建設のため、現在も復興事業が継
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続中である。地域住民の睡眠習慣があまり改善し

ていない要因の一つとして、生活環境の変化によ

る影響に加え、復興事業の長期化が影響している

可能性がある。 

一方、仙台市若林区では、2019 年秋の調査では

該当割合が増加していた。特に、女性では回答者

の約５割が該当していた。仙台市若林区の調査対

象者は全員が恒久住宅へ転居して３年が経過し

ている。しかし、生活環境の変化によって、対象

者個々に様々な心理ストレスを抱え、睡眠状況に

影響している可能性が考えられた。 

Ｋ６による心理的苦痛の推移では、「心理的苦

痛が高い」者の割合は、震災直後の 2011 年夏秋

の調査と比較すると、石巻市、仙台市若林区とも

に、全体的には減少傾向を示していた。直近の心

理的苦痛について、地域別にみると、石巻市では、

「心理的苦痛が高い」者の割合は 2019 年春の調

査では 10.8％となり、全国値 9.9％（平成 28 年

国民生活基礎調査）に近いレベルまで改善してい

た。被災後９年が経過し、被災者では生活全般に

安定してきていることが影響していると考えて

いる。 

一方、仙台市若林区の「心理的苦痛が高い」者

の割合は、2019 年秋の調査は 14.8％となり、全

国値と比べて、1.5 倍高い割合であった。対象者

は、新しい生活環境に移っても、多くの不安、ス

トレスを抱えている者が多く、睡眠状況と同様に、

心理的苦痛が持続していることが推測される。今

後も、関連自治体と連携しながら、心理的苦痛が

高い者に対する支援を継続する必要がある。 

震災の記憶についての推移では、石巻市、仙台

市若林区ともに、３項目それぞれの該当割合は、

震災からの経過にともなって、減少していた。一

方、震災から９年が経過した現在も、強い震災後

反応を経験している者もみられた。それらの対象

者に対しては、長期的な観察とともに医療機関を

紹介するなどのケアが望まれる。 

被災者健康調査の結果、被災地域住民の睡眠状

況、心理的苦痛、震災の記憶は、震災からの時間

の経過とともに改善傾向であった。しかし、2019

年の調査では、「睡眠障害が疑われる」者、「心理

的苦痛が高い」者の割合は、地域や性・年齢階級

によって、異なる傾向がみられた。石巻市では、

復興事業が継続する中で、睡眠状況には改善がみ

られなかった。仙台若林区では恒久住宅へ転居後

３年が経過したが、睡眠障害を有する者の割合が

増加していた。また、心理的苦痛を有する者の割

合も、全国値と比べてまだ高い割合であった。さ

らに、両対象地域ともに、現在も震災の記憶によ

る影響を受けている者がみられた。本調査結果か

ら、震災による心理ストレスへの影響は、時間が

経過するとともに減弱するものの、回復には時間

を要することが示された。 

 

Ｅ．結 論 

震災後の約９年間が経過後の被災地域住民の

「睡眠障害が疑われる」者、「心理的苦痛が高い」

者の割合は、地域や性・年齢階級によって違いが

みられた。震災後のメンタルヘルスには、生活環

境の変化に加え、地域の復興状況など、対象者

個々に様々な要因が影響していることが考えら

れた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 
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市，2019 年． 

10）高橋雄太，美添一樹，植木優夫，田宮 元，

富田博秋．東日本大震災被災者における外傷

後ストレス障害症状の変化を予測する因子

に関する、機械学習を用いた組み合わせの検

討. 第 41回日本生物学的精神医学会（口演）.

新潟市，2019 年． 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

  なし 

２．実用新案取得 

  なし 

３．その他 

  なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 85 - 

 

表１ アテネ不眠尺度による睡眠障害が疑われる(アテネ≧６点)割合（石巻市２地区） 

 
 

図１ アテネ不眠尺度の得点分布（石巻市２地区全体） 

 
 

表２ アテネ不眠尺度による睡眠障害が疑われる(アテネ≧６点)割合（仙台市若林区） 

 
 

図２ アテネ不眠尺度の得点分布（仙台市若林区全体） 

 

調査 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上

2011年夏 43.4% 33.3% 31.1% 41.3% 27.4% 27.9% 51.5% 40.2% 60.2% 51.7% 41.8%

2011年冬 35.5% 29.4% 28.3% 29.9% 28.7% 30.2% 39.9% 29.3% 40.9% 42.7% 38.4%
2012年夏 31.3% 25.7% 28.3% 28.4% 25.3% 22.5% 35.8% 27.7% 40.1% 36.9% 30.2%
2012年冬 36.0% 29.9% 20.9% 29.8% 35.7% 28.6% 40.8% 32.9% 46.5% 44.3% 34.4%
2013年春 34.2% 31.6% 24.8% 37.9% 35.6% 24.6% 36.3% 33.2% 42.5% 36.0% 31.3%
2013年秋 31.5% 27.2% 24.1% 29.5% 31.1% 22.8% 35.1% 30.4% 39.8% 36.2% 31.5%
2014年春 33.5% 29.8% 24.6% 31.0% 32.9% 29.2% 36.5% 30.9% 42.2% 38.6% 32.1%
2014年秋 29.9% 26.5% 24.5% 30.8% 24.1% 25.3% 32.7% 27.6% 36.0% 30.8% 34.1%
2015年春 32.3% 29.8% 23.2% 33.2% 32.6% 28.1% 34.5% 27.7% 40.5% 32.9% 34.1%
2015年秋 31.7% 29.0% 23.8% 31.8% 27.4% 31.2% 33.9% 32.6% 37.7% 36.3% 28.6%
2016年春 31.4% 28.7% 20.3% 35.4% 31.1% 26.0% 33.6% 30.2% 40.7% 33.0% 29.7%
2016年秋 31.4% 28.7% 26.7% 32.7% 28.7% 26.1% 33.6% 34.1% 37.7% 31.4% 31.5%
2017年春 33.8% 29.5% 22.9% 34.4% 32.4% 27.4% 37.2% 33.6% 42.5% 38.4% 34.0%
2018年春 32.5% 27.2% 27.5% 28.4% 28.5% 24.8% 36.8% 36.9% 41.9% 37.0% 32.8%
2019年春 32.5% 29.6% 22.9% 36.1% 31.5% 27.4% 34.8% 34.3% 41.4% 34.5% 30.7%

全体
                           男性  　                                                     女性                     　      

38.0%
46.1%

50.9%
45.2%
47.1%
49.5%

47.2%
50.4%
49.2%
49.2%
48.9%
49.5%
47.8%
48.6%
47.7%

50.6%

18.6%
17.5%

16.8%
18.1%
17.9%

18.3%
18.5%

18.8%
17.1%
17.9%
18.5%
18.3%

17.8%
18.1%
18.9%

20.9%

43.4%
35.5%
31.3%

36.0%
34.2%
31.5%

33.5%
29.9%

32.3%
31.7%
31.4%
31.4%
33.8%
32.5%
32.5%

28.5%

0.9%
1.1%
0.7%
0.8%
0.7%
0.9%
0.9%
1.4%
1.2%
1.1%
0.7%
0.6%
0.8%
0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年夏
2011年冬
2012年夏
2012年冬
2013年春
2013年秋
2014年春
2014年秋
2015年春
2015年秋
2016年春
2016年秋
2017年春
2018年春
2019年春

全国*

睡眠障害の疑いなし 睡眠障害を少し疑う 睡眠障害を疑う 未回答

調査 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上

2011年秋 47.0% 40.1% 39.7% 42.1% 37.3% 39.5% 53.1% 50.0% 64.4% 51.5% 40.6%
2011年冬 38.2% 34.8% 33.3% 41.2% 27.8% 28.9% 41.2% 39.1% 46.5% 47.8% 26.5%
2012年夏 46.6% 40.8% 41.0% 46.0% 36.8% 32.7% 51.9% 52.7% 58.7% 58.8% 34.6%
2012年冬 36.1% 33.5% 26.7% 39.1% 39.2% 24.4% 38.5% 32.7% 42.1% 48.5% 26.7%
2013年夏 42.0% 36.8% 30.6% 43.8% 36.8% 31.4% 46.4% 39.1% 53.5% 50.0% 38.5%
2013年冬 38.5% 31.5% 22.1% 38.5% 32.3% 29.6% 44.7% 33.3% 48.8% 50.7% 42.9%
2014年夏 41.0% 34.4% 28.1% 41.3% 33.9% 31.3% 46.6% 33.3% 54.4% 50.7% 43.1%
2014年冬 36.6% 30.8% 22.9% 33.7% 27.4% 40.4% 42.0% 36.4% 49.5% 37.7% 40.6%
2015年夏 39.9% 35.2% 28.3% 45.8% 27.4% 35.3% 44.4% 41.2% 50.0% 39.7% 44.9%
2015年冬 37.5% 33.9% 31.9% 36.7% 35.0% 30.8% 40.6% 30.2% 45.3% 42.5% 41.7%
2016年夏 38.7% 34.7% 32.3% 32.5% 36.4% 39.2% 42.4% 36.4% 43.2% 46.3% 42.5%
2016年冬 38.0% 31.0% 24.6% 31.2% 32.2% 36.7% 43.9% 36.2% 44.8% 45.8% 47.2%
2017年秋 36.5% 30.3% 22.2% 38.3% 26.3% 30.4% 41.9% 35.1% 43.0% 45.5% 42.6%
2018年秋 38.0% 29.0% 27.6% 29.2% 32.2% 26.8% 45.8% 34.7% 55.7% 46.3% 42.5%
2019年秋 42.3% 33.6% 23.0% 34.4% 42.4% 35.3% 49.6% 40.0% 55.6% 53.2% 46.5%

全体
                           男性       　                                                女性        　                   

33.6%
41.5%

38.6%
42.4%
41.5%
42.2%
41.4%
44.7%

41.6%
45.6%

42.1%
42.7%
44.5%
44.8%

41.9%

50.6%

18.2%
18.0%

14.2%
16.8%

15.9%
18.4%

16.9%
18.5%

16.7%
16.6%

17.8%
18.6%
18.3%
16.8%

15.4%

20.9%

47.0%
38.2%

46.6%
36.1%
42.0%
38.5%
41.0%

36.6%
39.9%

37.5%
38.7%
38.0%
36.5%
38.0%

42.3%

28.5%

1.2%
2.3%
0.6%

4.6%
0.7%
0.9%
0.8%
0.2%
1.7%
0.3%
1.3%
0.6%
0.8%
0.4%
0.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年秋

2012年夏

2013年夏

2014年夏

2015年夏

2016年夏

2017年秋

2019年秋

全国*

睡眠障害の疑いなし 睡眠障害を少し疑う 睡眠障害を疑う 未回答
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表３ 心理的苦痛が高い(Ｋ６≧10点)割合（石巻市２地区） 

 
 

図３ Ｋ６の得点分布（石巻市２地区全体） 

 
 

表４ 心理的苦痛が高い(Ｋ６≧10点)割合（仙台市若林区） 

 
 

図４ Ｋ６の得点分布（仙台市若林区全体） 

 

調査 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上

2011年夏 16.9% 12.6% 13.1% 12.6% 11.0% 14.8% 20.3% 17.1% 21.8% 19.0% 21.2%

2011年冬 15.0% 12.7% 21.7% 10.9% 12.4% 11.9% 16.8% 19.0% 16.6% 16.5% 16.6%
2012年夏 13.5% 10.4% 18.9% 9.3% 10.5% 9.0% 16.0% 16.9% 17.2% 12.5% 18.5%
2012年冬 14.8% 13.3% 12.2% 12.4% 16.1% 12.1% 15.9% 15.2% 18.8% 14.5% 14.2%
2013年春 14.1% 13.0% 15.5% 13.6% 13.6% 10.1% 15.0% 18.4% 18.2% 11.2% 13.3%
2013年秋 13.0% 11.1% 9.9% 10.6% 12.5% 11.2% 14.6% 16.4% 17.1% 10.7% 14.2%
2014年春 14.7% 12.7% 11.3% 11.7% 11.8% 16.0% 16.3% 15.5% 17.2% 14.1% 17.9%
2014年秋 13.0% 10.0% 10.2% 10.4% 8.1% 11.2% 15.5% 16.7% 15.7% 13.0% 16.9%
2015年春 13.3% 10.8% 9.2% 8.1% 10.1% 15.8% 15.4% 15.2% 15.3% 13.3% 17.3%
2015年秋 12.9% 11.0% 12.4% 11.5% 6.9% 13.8% 14.5% 18.1% 14.0% 11.7% 15.2%
2016年春 13.0% 11.3% 9.9% 11.8% 8.1% 14.9% 14.4% 13.8% 16.2% 11.0% 15.7%
2016年秋 12.6% 10.3% 11.0% 10.9% 7.9% 11.4% 14.5% 16.8% 13.5% 11.4% 16.4%
2017年春 11.8% 10.3% 8.5% 11.6% 7.3% 13.0% 13.0% 12.9% 15.6% 8.5% 14.2%
2018年春 11.9% 10.4% 9.5% 9.9% 8.8% 12.7% 13.0% 15.2% 14.6% 8.2% 14.1%
2019年春 10.8% 10.0% 9.0% 10.0% 8.8% 11.7% 11.4% 10.8% 13.6% 7.1% 13.1%

全体
                           男性                           　                            女性     　                      

48.2%
54.2%
54.9%
52.9%
54.3%
58.5%

56.1%
58.5%
59.4%
59.8%
59.5%
60.3%
61.1%
61.3%
61.4%

67.0%

34.4%
28.8%
29.8%

27.9%
26.8%

24.3%
26.0%

25.6%
24.2%
23.9%
24.8%
24.1%
24.5%
24.5%
25.2%

17.9%

9.1%
9.0%
8.3%

9.1%
8.5%
7.1%
7.9%
8.1%
7.8%
7.9%
7.9%
7.5%
6.7%
6.7%
6.3%

5.8%

7.8%
6.1%
5.3%

5.7%
5.6%
5.9%
6.7%
4.9%
5.5%
5.0%
5.1%
5.1%
5.1%
5.2%
4.5%

4.1%

0.6%
1.9%
1.8%

4.5%
4.8%
4.2%
3.2%
2.9%
3.1%
3.3%
2.7%
3.0%
2.5%
2.3%
2.6%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年夏
2011年冬
2012年夏
2012年冬
2013年春
2013年秋
2014年春
2014年秋
2015年春
2015年秋
2016年春
2016年秋
2017年春
2018年春
2019年春

全国*

４点以下 ５～９点 10～12点 13点以上 未回答

全国*；H28年国民生活基礎調査 こころの状態 （熊本県を除く，入院者は含まない，20歳以上）

調査 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上

2011年秋 22.9% 19.3% 20.5% 21.5% 9.8% 23.3% 26.1% 24.2% 27.9% 23.5% 27.5%
2011年冬 17.5% 15.2% 15.9% 14.9% 9.3% 22.2% 19.5% 15.6% 17.3% 24.6% 22.1%
2012年夏 23.3% 24.4% 28.2% 22.6% 29.8% 17.3% 22.3% 23.6% 23.1% 21.3% 21.0%
2012年冬 18.7% 16.9% 13.3% 22.8% 11.8% 15.6% 20.4% 23.1% 21.1% 19.1% 18.3%
2013年夏 18.9% 17.9% 18.1% 21.9% 14.0% 13.7% 19.7% 15.6% 23.7% 16.2% 20.5%
2013年冬 19.8% 17.7% 16.9% 18.3% 15.4% 20.4% 21.6% 18.8% 22.3% 14.7% 29.9%
2014年夏 20.1% 17.6% 10.5% 26.3% 13.6% 16.7% 22.3% 24.1% 21.1% 11.9% 31.9%
2014年冬 18.0% 15.1% 14.3% 20.0% 6.5% 17.3% 20.7% 18.2% 20.8% 14.5% 29.7%
2015年夏 17.9% 17.2% 18.3% 22.9% 12.9% 11.8% 18.5% 13.7% 22.0% 13.2% 23.2%
2015年冬 16.9% 16.2% 15.9% 17.8% 11.7% 19.2% 17.5% 12.7% 22.1% 15.1% 18.1%
2016年夏 17.1% 15.9% 22.6% 16.9% 9.1% 13.7% 18.1% 12.7% 22.2% 11.9% 23.3%
2016年冬 17.3% 14.0% 17.5% 16.9% 10.2% 10.2% 20.1% 19.0% 17.2% 19.4% 25.0%
2017年秋 14.8% 13.0% 11.1% 16.0% 10.5% 13.0% 16.2% 15.8% 16.3% 10.6% 22.1%
2018年秋 15.8% 8.6% 8.6% 13.8% 8.5% 14.3% 19.6% 18.4% 22.8% 10.4% 25.0%
2019年秋 14.8% 12.1% 11.5% 9.8% 16.9% 9.8% 17.2% 15.6% 21.0% 11.3% 18.6%

全体
                           男性                                                       女性                           

40.2%
43.9%

41.2%
44.0%
46.0%
49.8%
52.0%
52.8%
52.1%
52.3%
50.9%
53.5%
55.0%

52.5%
53.4%

67.0%

33.8%
33.8%

32.6%
31.2%
30.4%
26.7%
25.4%
26.6%
26.2%
28.6%

28.8%
26.7%
28.0%

29.6%
29.1%

17.9%

11.8%
8.7%

11.7%
10.3%
12.0%
9.3%
10.4%

9.8%
9.9%

9.6%
8.9%
8.3%
6.0%
7.4%
6.7%

5.8%

11.1%
8.9%
11.6%
8.4%

6.8%
10.5%

9.7%
8.1%

8.0%
7.3%

8.2%
9.0%
8.7%
8.4%
8.1%

4.1%

3.1%
4.8%
2.9%

6.1%
4.7%
3.7%
2.5%
2.6%

3.8%
2.3%
3.2%
2.4%
2.3%
2.1%
2.7%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年秋
2011年冬
2012年夏
2012年冬
2013年夏
2013年冬
2014年夏
2014年冬
2015年夏
2015年冬
2016年夏
2016年冬
2017年秋
2018年秋
2019年秋

全国*

４点以下 ５～９点 10～12点 13点以上 未回答

全国*；H28年国民生活基礎調査 こころの状態 （熊本県を除く，入院者は含まない，20歳以上）
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表５ 思い出したくないのに、そのことを思い出したり、夢に見る人の割合（石巻市２地区） 

 
 

図５ 思い出したくないのに、そのことを思い出したり、夢に見る（石巻市２地区全体） 

 
 

表６ 思い出したくないのに、そのことを思い出したり、夢に見る人の割合（仙台市若林区） 

 
 

図６ 思い出したくないのに、そのことを思い出したり、夢に見る（仙台市若林区全体） 

 

調査 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上

2011年夏 37.2% 31.9% 14.8% 27.8% 35.4% 43.4% 41.4% 31.7% 34.6% 46.9% 51.4%
2011年冬 36.2% 30.4% 15.2% 25.2% 33.7% 37.3% 40.4% 29.3% 31.3% 46.3% 51.7%
2012年夏 32.7% 29.3% 18.9% 20.1% 31.2% 40.4% 35.3% 29.2% 27.2% 40.6% 42.4%
2012年冬 31.1% 26.5% 14.8% 25.6% 26.3% 34.5% 34.7% 22.8% 29.2% 43.6% 39.7%
2013年春 28.4% 25.0% 16.1% 23.0% 26.0% 31.7% 31.1% 23.0% 25.5% 36.0% 37.2%
2013年秋 26.8% 23.2% 13.2% 19.6% 25.8% 33.2% 29.8% 21.0% 22.7% 35.9% 37.9%
2014年春 25.5% 21.5% 13.8% 17.7% 23.1% 30.4% 28.7% 18.2% 20.8% 32.8% 40.7%
2014年秋 24.4% 21.3% 13.8% 16.6% 21.9% 32.5% 27.0% 15.3% 19.2% 31.7% 38.0%
2015年春 23.3% 20.3% 13.5% 14.9% 21.3% 30.6% 25.7% 15.6% 19.7% 27.2% 36.8%
2015年秋 21.4% 19.2% 11.0% 13.7% 22.4% 28.6% 23.1% 14.5% 17.0% 26.4% 31.6%
2016年春 19.8% 17.9% 10.8% 11.1% 21.6% 26.4% 21.4% 15.6% 16.4% 22.3% 28.4%
2016年秋 20.6% 18.8% 8.6% 13.8% 20.8% 29.8% 22.0% 9.7% 13.2% 25.7% 34.0%
2017年春 19.4% 17.8% 10.0% 14.8% 19.8% 23.8% 20.6% 10.1% 13.6% 23.6% 29.3%
2018年春 17.8% 16.0% 6.9% 14.4% 16.5% 22.5% 19.3% 14.6% 12.1% 17.8% 27.9%
2019年春 18.6% 16.9% 7.5% 14.1% 16.8% 25.4% 19.9% 11.3% 14.9% 19.9% 27.6%

全体
                           男性        　                                               女性          　                 

37.2%
36.2%

32.7%
31.1%

28.4%
26.8%
25.5%
24.4%
23.3%
21.4%
19.8%
20.6%
19.4%
17.8%
18.6%

62.0%
61.4%

65.4%
62.3%

64.7%
67.3%
70.2%
70.5%
71.8%
73.7%
76.1%
76.5%
77.2%
79.0%
78.3%

0.9%
2.5%
1.9%

6.5%
6.9%
6.0%
4.3%
5.0%
4.9%
4.9%
4.1%
2.9%
3.5%
3.2%
3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年夏
2011年冬
2012年夏
2012年冬
2013年春
2013年秋
2014年春
2014年秋
2015年春
2015年秋
2016年春
2016年秋
2017年春
2018年春
2019年春

はい いいえ 未回答

調査 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上

2011年秋 39.3% 36.1% 30.1% 34.6% 37.3% 48.8% 42.2% 41.9% 38.5% 42.6% 47.8%
2011年冬 35.1% 34.8% 33.3% 32.5% 29.6% 48.9% 35.4% 23.4% 37.0% 40.6% 38.2%
2012年夏 36.3% 31.8% 20.5% 31.5% 31.6% 50.0% 40.4% 25.5% 35.5% 50.0% 48.1%
2012年冬 29.1% 26.2% 18.3% 25.0% 31.4% 33.3% 31.6% 19.2% 28.4% 41.2% 36.7%
2013年夏 31.4% 29.8% 23.6% 29.5% 35.1% 33.3% 32.7% 25.0% 30.7% 35.1% 39.7%
2013年冬 30.3% 26.6% 18.2% 27.5% 27.7% 35.2% 33.6% 21.7% 36.4% 37.3% 36.4%
2014年夏 27.7% 25.0% 8.8% 26.3% 23.7% 43.8% 30.0% 22.2% 33.3% 20.9% 40.3%
2014年冬 26.1% 23.7% 12.9% 21.1% 25.8% 40.4% 28.3% 13.6% 31.7% 29.0% 37.5%
2015年夏 26.0% 23.4% 15.0% 22.9% 22.6% 35.3% 28.5% 23.5% 30.5% 26.5% 31.9%
2015年冬 22.5% 19.9% 8.7% 12.2% 23.3% 44.2% 24.8% 17.5% 23.2% 23.3% 34.7%
2016年夏 21.6% 21.9% 9.7% 19.3% 21.8% 41.2% 21.4% 12.7% 22.2% 16.4% 31.5%
2016年冬 25.4% 21.1% 14.0% 15.6% 15.3% 44.9% 29.1% 19.0% 28.7% 25.0% 41.7%
2017年秋 22.1% 20.2% 9.3% 23.5% 21.1% 26.1% 23.8% 14.0% 26.7% 18.2% 33.8%
2018年秋 23.0% 20.6% 8.6% 20.0% 22.0% 32.1% 25.1% 14.3% 25.3% 25.4% 31.3%
2019年秋 21.1% 17.7% 8.2% 13.1% 22.0% 29.4% 24.1% 6.7% 17.3% 27.4% 37.2%

全体
                           男性                    　                                   女性       　                    

39.3%
35.1%
36.3%

29.1%
31.4%
30.3%

27.7%
26.1%
26.0%

22.5%
21.6%
25.4%

22.1%
23.0%
21.1%

56.3%
58.2%
59.7%

64.6%
64.1%
64.1%
69.8%
70.8%
70.7%

74.9%
74.8%
71.9%

75.1%
73.5%
75.9%

4.3%
6.7%
4.0%
6.3%
4.6%
5.6%
2.5%
3.1%
3.2%
2.6%
3.6%
2.6%
2.7%
3.5%
3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年秋
2011年冬
2012年夏
2012年冬
2013年夏
2013年冬
2014年夏
2014年冬
2015年夏
2015年冬
2016年夏
2016年冬
2017年秋
2018年秋
2019年秋

はい いいえ 未回答
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表７ 思い出すとひどく気持ちが動揺する人の割合（石巻市２地区） 

 
 

図７ 思い出すとひどく気持ちが動揺する（石巻市２地区全体） 

 
 

表８ 思い出すとひどく気持ちが動揺する人の割合（仙台市若林区） 

 
 

図８ 思い出すとひどく気持ちが動揺する（仙台市若林区全体） 

 

調査 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上

2011年夏 35.2% 27.4% 13.1% 26.5% 24.4% 40.2% 41.6% 31.7% 36.5% 47.4% 47.9%
2011年冬 32.5% 24.3% 17.4% 17.7% 27.0% 31.0% 38.5% 34.5% 35.5% 39.9% 43.0%
2012年夏 29.2% 23.4% 18.9% 20.6% 24.5% 26.4% 33.9% 23.1% 30.1% 36.5% 39.5%
2012年冬 28.9% 22.9% 15.7% 18.6% 28.6% 26.2% 33.7% 24.7% 34.3% 38.3% 33.2%
2013年春 25.1% 20.9% 13.7% 20.1% 25.2% 22.0% 28.6% 23.0% 26.8% 30.4% 32.2%
2013年秋 24.0% 18.6% 11.3% 16.8% 22.0% 23.6% 28.4% 19.2% 26.8% 32.2% 32.7%
2014年春 23.9% 19.3% 11.8% 18.0% 23.5% 22.4% 27.7% 15.5% 25.6% 29.9% 36.1%
2014年秋 21.7% 16.3% 10.2% 15.3% 17.8% 20.9% 26.1% 15.8% 23.6% 29.9% 31.2%
2015年春 21.0% 16.1% 7.2% 16.5% 18.4% 20.1% 25.0% 16.9% 23.8% 24.1% 32.2%
2015年秋 19.1% 15.2% 11.0% 12.7% 14.8% 21.7% 22.3% 15.0% 19.9% 22.5% 28.9%
2016年春 18.1% 14.9% 10.4% 11.8% 16.8% 19.4% 20.7% 15.1% 19.2% 22.3% 23.9%
2016年秋 18.9% 15.9% 10.5% 13.1% 17.7% 21.3% 21.3% 10.6% 18.9% 23.5% 27.7%
2017年春 17.3% 15.5% 9.0% 14.0% 16.8% 19.9% 18.7% 13.4% 16.5% 16.4% 24.7%
2018年春 16.9% 14.5% 7.4% 13.2% 15.7% 19.0% 18.8% 12.6% 17.4% 17.8% 23.4%
2019年春 16.4% 12.7% 7.5% 12.0% 11.3% 17.6% 19.4% 14.1% 15.6% 19.6% 24.6%

全体
                           男性           　                                            女性       　                    

35.2%
32.5%

29.2%
28.9%

25.1%
24.0%
23.9%
21.7%
21.0%
19.1%
18.1%
18.9%
17.3%
16.9%
16.4%

64.0%
64.5%

68.4%
62.7%

66.5%
68.8%
70.5%

71.8%
72.7%
74.6%
76.5%
77.4%
78.3%
79.2%
79.7%

0.8%
3.0%
2.4%

8.4%
8.3%
7.2%
5.6%
6.6%
6.3%
6.3%
5.4%
3.7%
4.4%
3.9%
3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年夏
2011年冬
2012年夏
2012年冬
2013年春
2013年秋
2014年春
2014年秋
2015年春
2015年秋
2016年春
2016年秋
2017年春
2018年春
2019年春

はい いいえ 未回答

調査 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上

2011年秋 37.3% 30.3% 27.4% 29.0% 27.5% 41.9% 43.6% 32.3% 49.0% 42.6% 46.4%
2011年冬 35.4% 31.2% 29.0% 28.9% 27.8% 44.4% 39.0% 31.3% 38.6% 44.9% 41.2%
2012年夏 34.9% 29.3% 20.5% 35.5% 24.6% 32.7% 40.1% 30.9% 38.0% 48.8% 40.7%
2012年冬 29.4% 22.2% 15.0% 20.7% 31.4% 24.4% 36.0% 28.8% 31.6% 47.1% 36.7%
2013年夏 30.2% 23.5% 16.7% 25.7% 26.3% 25.5% 36.1% 25.0% 37.7% 44.6% 34.6%
2013年冬 30.0% 24.3% 16.9% 28.4% 23.1% 27.8% 35.1% 29.0% 34.7% 37.3% 39.0%
2014年夏 30.0% 23.8% 17.5% 23.8% 20.3% 35.4% 35.3% 27.8% 35.6% 28.4% 47.2%
2014年冬 25.9% 21.1% 11.4% 23.2% 14.5% 38.5% 30.3% 21.2% 35.6% 26.1% 35.9%
2015年夏 26.2% 19.9% 16.7% 20.5% 16.1% 27.5% 32.2% 23.5% 39.0% 29.4% 33.3%
2015年冬 24.4% 18.8% 15.9% 11.1% 18.3% 36.5% 29.4% 17.5% 29.5% 32.9% 36.1%
2016年夏 24.1% 21.5% 14.5% 22.9% 10.9% 39.2% 26.4% 16.4% 18.5% 31.3% 38.4%
2016年冬 23.2% 17.8% 14.0% 14.3% 13.6% 32.7% 27.7% 27.6% 26.4% 25.0% 31.9%
2017年秋 22.1% 18.1% 5.6% 19.8% 17.5% 30.4% 25.6% 22.8% 30.2% 16.7% 30.9%
2018年秋 21.4% 16.0% 5.2% 16.9% 15.3% 26.8% 26.2% 20.4% 32.9% 16.4% 31.3%
2019年秋 19.6% 18.5% 9.8% 21.3% 23.7% 19.6% 20.4% 11.1% 24.7% 19.4% 22.1%

全体
                           男性                 　                                      女性              　             

37.3%
35.4%
34.9%

29.4%
30.2%
30.0%
30.0%

25.9%
26.2%
24.4%
24.1%
23.2%
22.1%
21.4%
19.6%

55.8%
57.5%
59.3%

62.5%
63.6%
64.1%
67.0%

70.5%
69.8%
73.5%
71.9%
74.2%

73.8%
75.1%
76.7%

6.9%
7.0%
5.9%
8.0%
6.2%
5.9%
3.0%
3.6%
4.0%
2.1%
4.0%
2.6%
4.1%
3.5%
3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年秋
2011年冬
2012年夏
2012年冬
2013年夏
2013年冬
2014年夏
2014年冬
2015年夏
2015年冬
2016年夏
2016年冬
2017年秋
2018年秋
2019年秋

はい いいえ 未回答
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表９ 思い出すと、体の反応が起きる人の割合（石巻市２地区） 

 
 

図９ 思い出すと、体の反応が起きる（石巻市２地区全体） 

 
 

表 10 思い出すと、体の反応が起きる人の割合（仙台市若林区） 

 
 

図 10 思い出すと、体の反応が起きる（仙台市若林区全体） 

 

調査 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上

2011年夏 12.6% 9.3% 3.3% 9.0% 10.4% 11.5% 15.3% 8.5% 16.2% 16.6% 15.8%
2011年冬 11.7% 7.2% 2.2% 4.1% 9.6% 9.5% 15.0% 17.2% 13.9% 13.3% 18.5%
2012年夏 10.4% 8.3% 7.5% 3.9% 8.4% 13.5% 12.0% 9.2% 12.0% 10.7% 14.6%
2012年冬 9.5% 5.9% 1.7% 6.2% 4.9% 8.7% 12.4% 12.7% 14.6% 11.0% 10.9%
2013年春 9.8% 8.0% 4.3% 6.5% 12.0% 8.2% 11.2% 11.2% 11.4% 12.4% 9.6%
2013年秋 9.2% 6.1% 6.6% 4.3% 7.2% 6.6% 11.9% 10.7% 10.5% 12.3% 13.9%
2014年春 9.3% 7.6% 6.7% 6.3% 7.8% 9.6% 10.8% 10.0% 9.7% 11.3% 12.0%
2014年秋 8.2% 5.4% 4.1% 5.5% 4.8% 6.8% 10.6% 9.4% 9.1% 10.3% 13.4%
2015年春 8.4% 5.6% 4.8% 5.3% 6.0% 6.1% 10.8% 11.7% 9.9% 8.9% 12.7%
2015年秋 7.7% 5.8% 6.7% 3.8% 4.7% 8.7% 9.2% 8.8% 8.6% 7.2% 11.8%
2016年春 8.3% 6.7% 4.7% 4.2% 6.6% 10.8% 9.7% 7.1% 9.2% 10.0% 11.2%
2016年秋 7.6% 5.0% 2.9% 3.3% 6.0% 7.4% 9.6% 8.0% 8.7% 7.0% 13.4%
2017年春 7.7% 6.2% 5.5% 7.2% 5.3% 6.5% 9.0% 6.9% 9.1% 7.9% 10.7%
2018年春 6.1% 4.9% 3.7% 4.9% 4.8% 5.6% 7.1% 7.6% 5.0% 5.7% 9.4%
2019年春 6.6% 5.0% 3.0% 5.4% 4.6% 6.2% 7.8% 8.5% 6.6% 6.8% 9.1%

全体
                           男性      　                                                 女性                　           

12.6%
11.7%
10.4%
9.5%
9.8%
9.2%
9.3%
8.2%
8.4%
7.7%
8.3%
7.6%
7.7%
6.1%
6.6%

86.1%
85.1%
87.2%

79.2%
79.7%
82.0%
83.3%
83.7%
84.1%
84.9%
85.5%
88.3%
87.0%
89.2%
88.7%

1.3%
3.1%
2.4%

11.3%
10.5%
8.8%
7.3%
8.0%
7.5%
7.4%
6.2%
4.1%
5.2%
4.7%
4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年夏
2011年冬
2012年夏
2012年冬
2013年春
2013年秋
2014年春
2014年秋
2015年春
2015年秋
2016年春
2016年秋
2017年春
2018年春
2019年春

はい いいえ 未回答

調査 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上 全体 44歳以下45～64歳65～74歳75歳以上

2011年秋 16.5% 12.8% 5.5% 15.0% 7.8% 25.6% 19.8% 16.1% 20.2% 19.1% 23.2%
2011年冬 15.4% 12.4% 15.9% 8.8% 3.7% 26.7% 18.0% 14.1% 19.7% 18.8% 17.6%
2012年夏 16.7% 10.3% 6.4% 10.5% 8.8% 17.3% 22.6% 23.6% 18.2% 30.0% 21.0%
2012年冬 14.5% 9.3% 5.0% 8.7% 13.7% 11.1% 19.3% 17.3% 18.9% 23.5% 16.7%
2013年夏 13.8% 10.9% 6.9% 11.4% 8.8% 17.6% 16.4% 14.1% 20.2% 14.9% 14.1%
2013年冬 13.9% 11.1% 5.2% 14.7% 6.2% 18.5% 16.4% 14.5% 17.4% 24.0% 9.1%
2014年夏 12.3% 9.0% 3.5% 12.5% 3.4% 16.7% 15.2% 11.1% 20.0% 11.9% 15.3%
2014年冬 13.0% 10.0% 5.7% 11.6% 3.2% 21.2% 15.7% 13.6% 15.8% 15.9% 17.2%
2015年夏 13.3% 11.7% 8.3% 15.7% 6.5% 15.7% 14.8% 11.8% 18.3% 10.3% 17.4%
2015年冬 11.1% 8.1% 8.7% 4.4% 6.7% 15.4% 13.9% 12.7% 15.8% 15.1% 11.1%
2016年夏 10.4% 7.6% 3.2% 7.2% 7.3% 13.7% 13.0% 9.1% 14.8% 13.4% 13.7%
2016年冬 11.3% 6.6% 5.3% 5.2% 5.1% 12.2% 15.2% 15.5% 21.8% 9.7% 12.5%
2017年秋 12.6% 9.7% 3.7% 12.3% 3.5% 19.6% 15.2% 15.8% 20.9% 10.6% 11.8%
2018年秋 11.7% 8.0% 5.2% 7.7% 8.5% 10.7% 14.9% 10.2% 20.3% 10.4% 16.3%
2019年秋 10.3% 7.3% 3.3% 6.6% 11.9% 7.8% 12.8% 13.3% 14.8% 12.9% 10.5%

全体
                           男性     　                                                  女性                           　

16.5%
15.4%
16.7%
14.5%
13.8%
13.9%
12.3%
13.0%
13.3%
11.1%
10.4%
11.3%
12.6%
11.7%
10.3%

76.1%
75.9%
76.9%

76.5%
79.2%
79.0%
82.4%
81.0%
81.6%
84.8%
84.4%
84.7%
82.3%
83.0%
85.0%

7.5%
8.7%
6.5%

9.0%
7.0%
7.1%
5.3%
6.0%
5.1%
4.0%
5.1%
4.0%
5.0%
5.3%
4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年秋
2011年冬
2012年夏
2012年冬
2013年夏
2013年冬
2014年夏
2014年冬
2015年夏
2015年冬
2016年夏
2016年冬
2017年秋
2018年秋
2019年秋

はい いいえ 未回答


